





E 調査の内容………・・一…・……・-… …-…-…ぃ…・・....……・・…・…… 一・ー ・ . 2 
1 ) 親子関係Kついて ・………....・H ・.......・....-....……ー・ ……・・・ー ………・ー 一. 2 
A ) 親子関係の類型
B ) . 類型とその具体的内容 … …ー，……・ …ー-・・…-…-・・・・・……....…・・…..2 
c ) 親子関係診断テスト
2 ) 道徳性Kついて………
A ) 道徳性とは何か -…..・H ・-…-…….....・H ・....…… ・…・……一……-・・…・・ 5
B ) 道徳の内容 ー一一…-…ー・・……-・…........…-…-…・・… ・……ー ・…....・ 4
c ) 道徳性テスト
D ) 道徳;性 のずれ ・…・・・…・..…-…H ・H ・..…....・H ・.・a・・・H ・H ・-……… ・・・-…田6
3 ) 家族構成について …・……………………...・ E・-い H ・H ・-・……・・ …・…….......6 
N 調査の対象とテスト ・……・・.・H ・-… ....……・…・…H ・H ・H ・H ・-…..・H ・一・……日一 7
A ) 子どもについて
B ) 母親 Kつν、て - ……・.. . ・ H ・ ~..・H ・......・H ・-……....・H ・-一 ..・ー …ー…・・・……・・8 
c ) テストについて ……………....・H ・-………・ー ・ー一….....… ・ー ・……・… 8
V 調査の手続と方法 一……・・・…-……・……...・H ・-………・ …ー・・ ・…..…………..8 
1 ) 親子関係診断テスト …・…......…………・ー……………・・-………・・…・…'5
2 ) 道徳性検査…・ ••.•.••• .. ........…… ー一一…一一 一ー一一・…….....ー …・…一… 9





A ) 勤めて仰な ¥/>1母親と子ども
B ) 勤めて凶る母怒と子ども ……・…・……ー ……・…ー・・…・・-…-…一…...1 2 
2 ) 実践意識のずれと道徳性 …………・・.....・H ・-…・…....・H ・-…・ … ...... 1 4 
A ) 勤めて加 ?を い母親と子ども…・…...，.・H ・...……・…・…ー -…・...・H ・-・・ 14 
B ) 勤めて W る母親と子ども …。.......一......・H ・.........…-・ …・ ..1 6 
3 ) まとめと考察 ・ーH ・H ・..・H ・.......… …・…H ・H ・.....-......…・ー …...守…. 1 7 
E 母子関係の類型と道徳性のずれー …..一..・H ・.....一……………………-… 18 
1 ). 拒否型と道徳性のずれ ・…… …ー一……… ー……・…… 一ー …・…… 18 
2 ) 支配型と道徳性のずれ …一… ・ー..…・……・ … -一 一・・・ぃ ・・… 0・2日
3 ) 保護型と道徳性のずれ
4 ) 服従型と道徳、性のずれ
5 ) 矛盾.不一致型と道徳、性のずれ …・…………………..・H ・...…H ・H ・.......27 
6 ) まとめと考察 ………. •. • •• • • • .・H ・-…・……………….，・ H ・-……......・0 ・…...2 9 
N 規範意識のずれと母子関係 30 
1 ) 勤めてい衣川母親と子ども 一...一…… ... ……….......一.... 30 
2 ) 勤めている母毅と子ども …一・...
3 ) まとめと考察
V 実践意識のずれと母子関係
1 ) 勤めていない母親と子ども ・…....
2 ) 勤めている母親と子ども
3 ) まとめと 考察 -一一・・… …… ......……… ・… ・…-・ ・・ ・・・・48
VI 道徳性のずれと出生順位
1 ) 規範意識のずれと出生順位 ・ 一ー一 ・守一一…・一一一一一 .，-.・ … 一・ー .， ~ 9 
2 ) 実践窓減のずれと出生順位 ......… 一…・……・。....・……・… .5日
3 ) まとめと考委長 …. <……・・リい… ・-….........…・ ι……ぃ ・…，.....51 
m む す び …・………..・一ー ー -一……ー・… … ・ー‘・ー… …- ー，…ー 53








ある。しかし， ζの道徳性低下の問題が ，ただちlζ学校教育に結びつけられ ，その責任Kついて語
られるととろI'L.検討されるべき問題がある。






























































































ス上の各類裂には /0問題あ!J，一つの民彊は， (いいえ，ときどき， いつも〕の三段階K自己
評定するようKなっている。問題の一つを参考Kのをてj，~ <。
f'ちなたは，子どもが話かけても 10そがしいからねJをどといって相手に念らないととがありま1
1、すか。 ¥s¥sぇ， はい ときどき， はい いつも / 
とのテストKよって得られた粗点は，各類型どとに集計され，パーセンタイルK換算される。友
会，とのテストの手引書Uてよれば，0--.20パーセンタイ Jレ区聞にあれば，母子関係は危検， 2 1 


















































4 年 生 d 年 生
健康保持 俄&r~ttl進
2 安全保持 2 安全確保
5 自分のことは自分でする 3 白分のζ とは自分でし他人に頼らない
4 礼儀作法をi乏しくする 4 礼儀作法者是正しく時と織に応じで遺切
にする
5 身のE主わりを重量型車盤頓する 5 環境の美化につとめる
6 自他のものを区別する 6 ものや金銭を大切にし上手につかう
7 公共物売を大事に上手に使う
8 時闘を大切にし時胞を守る






























??????????2 2 仲よく助け合う I 2 0 理解ー と協力
2 3 だれにも公平にする I 2 1 利認にこだねらず公平な態度をとる
2 4 規則やさまりの主主義を知り ζれを I 2 2 自分たちで規則を作って守る
守る I 2 3 協力して人のためになる仕事をする
2 5 義務を稲突にはたす I 2 4 学校の人々を激変する3
2 6 家族の人々を敏浸する 1 25 国際社会の一家aとして国家の発展に
つくす。













晶 圃 圃圃 』ー ー
J ……一外国人の走る場所をじゃましでも勝とうとするのがよいζとで，
ゆずる必要はなかった。
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プ(( L)グループ)・ずれの中位のグループ(( M)グノレーフヴ ・ずれの小さいグループ(( s ) 
グループ)VC分類された。














































・総合道徳では，規範意識 ・実践意識いずれの簡にないても ，( s )グルー フ・の母親
が高い。












Kついては， ( S)グループでは ，母子いずれが高いともいえないが.( L)グル
ープでは子どもがやや高いとみるととができる。
-11ー
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道徳性が最も低何項目としては， ( s )・(L) 両グループ共通~，まず，社会成員
としての道徳 ，ついで，基本的行動様式があげられる。
ロ〉 子どもの道徳性の高さにつ加て








とく~ ，との傾向は 6年生K顕著である。規範意識につWては， ( L)グル フー・では
子どもがやや高いが， ( s )グループでは，母子いずれが高いともいえ念加。
雪跨 5 商 "写生軍手
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総合道徳K関する規範意識については， ( s )グループの母親が高加。また実践
意識でも， /つの例外があるが，全体としては (s)グループの母親が高いとぶ
るととができる。
( s )・(L)両グノレーフ.の母親の道徳性の差は，規範意識より も実践意識に顕
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l>1 Iこを念公安かK安約すると， (S)クソレープの母子は， I・3の例外がるるにしても，


















以上を;t，~;t"まかに要約す.ると， ( s )グループの母子は ，( L)グループの母子より実
践意識が高<，その差が顕著である。規範意識Kついては，基礎集固によってその傾向
が異なるが，どちらかと加えば I ( S )グループの母子がやや高刷。子どもと母親の道
徳性の高さを比較すると，母親は規範意識はやや低いが，実践意識が高いとみるととが
できる。
君臨ノj 活 必年生.w.. 
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方| 3 4 え 二畠 a 
.5') まとめと考察
母殺の道細企についてみると，母親の職業の有無Kかかわらず基本的行動様式，個人とし
ての道徳・社会成員としての道徳・総合道徳念どいずれの項目!'c;!;'v>ても， ( S)グノレー 7'
の母親の道3性が高いと結論がづけられる。 ζとで，v づけられる'と述べたのは，道徳項












母子の道徳性の高さについてみると ，規範意識の高さK 主)，-\/l ては，母子間K差は~v>とも
¥いえるが， ( L)グノレー フ・では，どちらかといえば，子どもが高いとみる ζとができる。
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第/図の/1'(よると，母親が勤めている家庭の ι年生女子以，外ρ→すべての基礎
集団I'Lt.'0ては.( S )グループのパーセンタイルが高加。すなわち.( S )グループの母
親は，子どもK対して消極的拒否の態度を示すととが少なく，母子関係がより良好でるるζ
とをあらわιている。との傾向ほ.6女@・ 6男⑤・〆女@に箸しい0 ・
第/図の.21'(j:，-いては，@・@いすサ1の基礎集団K会いても， ( s )グループり母親の態
度"は ，より良好であると子どもが判定している。したがって， ( s )グループの母親は，子
どもK対して鮒見，放任，無関心，不信用・悪感情などを示すととは，リ少さtいといえる。
積極的拒否型と道徳性のずれとの関係、は ，第.2図の/・.2VC示されている。
このグラ フによれば，規範意識・実践意識いずれの面からみても， ( s )グループのパー
センタイルが高<， ( s )グループの母親は，子どもに体罰・虐待・威嚇・屑辱を与えると
とは，よ b 少なWととをあらわしてWる。しかし，母親が勤めていなν凶・ 6年，~二男子Kつ
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6年生男子では， ( s )グループの母親が，より厳格である。
@母親が勤めてV>る家庭
タ年生女子では.( S)グループの母親がより厳絡でる!J， ..，年生女子では， ( L) 
グループの母親が，より厳格である。
ロ) 第3図の02('(みられる特徴
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不一致君主と道徳性のずれとの関係はどうであろうか。
第 /0図の/によると， o年生男子@， μ年生男子@以外のすべての基礎集団に辛子同
ては， ( s )グループ・のパーセンタイルが高い。ナ念わち，規範意識のずれの少ないグ
ノレープの母親と父親は，子どもに対する態度が一致して1ハることをあらわしてW る。
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M第/図K基づいて， ( s )グループと (L)グJレープとのパ....，.iz:i./タ-1)レを比較検討する。
加ずれの類型に込いても pパ s)グノレー フ・のパーセンタイルが高加が，特VC，厳格・期
待・不安・矛盾Jなどの類型K顕ヨ!f1j:差が認められる。ずれの要因的類型としての消極的拒


























Z石オ一一一一一一 世 '一一一母子関係Kある事例持(L)グループ会区l 尚喜聖夜調子毛届盲一!.'!I 竃唾革It歩安唖皇位賓
聖I - '_ "_ - ー に多い。
ト4第ノ留
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iよp¥で 消 積 厳 期 干 不 溺 盲 矛 不一拒 拒 格 待 渉 安 愛 従 盾 致
危険な母子関係 人数 /3 /6 1.2 /6'" /0 /3 3 3 タ 6 
q島 4ιo fア '，(.3 o$正 36 '，(.6 // // 3.2 。ZI
グ
ル準危険な母子関係 人数 主 '，(. 6 '，(. 8 '，(. 6'" 3 S '，(. 
4島 /6'" /'，(. .2/ /'，(. 。2タ /$ど .29 // /6'" /'，(. 
プ 普通の母子関係 人数 /。 E /。 6 /0 // /ク I♀ /'，(. /6'" 
2・
， ~ 36 .2ヲ 36 2ー/ 36 39 6ノ 4正3 50 6$ι 
.ー 危険な母子関係 人数i/0 タ 6 6'" ク 6 / .2 '" i 。2[. ! (グS 
係 37 33 .2.2 30 。2o 。2.2 4ι ア /5 ? 
)l〆
準危険念母子関係 人数// 1/ 6'" '" 5 E 。2 -3 フ 6 、， ¢ μ/ lf-! 30 /5 /9 30 ? 1/ 。26 。2.2、プ
， 同~ 普;竜の母子関係 人数 6 フ /3 /5 /5 /3 之もι .2.2 /6 i /デ
R島 .2.2 。Z6 '，(.6'" 56 56 '，(.6'" rヲ 16'"/ !5デ ! 7-0 
2主 -標本数…・ (L)グループ .2K事例， (S)クソレー プ.27事例
-パーセントは小数第一位で四捨五入
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N 事務 3 図
普通J司 ，J]手国儀。=;;，る <Ji伊] 急R長持容手斑先立』ち・る事例
ーー一ー【L)ゲルーフ・


















































を明らか医した。しかも， ( S)グループのj手親は ，社会成員としての道徳性が高<.した
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6年生女子は，タ年生男女と同様1'(，全類裂にかv>て， ( s )グループのぼ子関係は
( L)グJレーフ・の母子関係より aより良好でるる。しかも，ずれの要因的類型である消・
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ほど，良好とはいえ念加。 ζれは ，ギヤ.:t夕刊代といわれる集団集会期K達し，しかも ，反
抗期というタ年生の発達段階的特性Vてよるものでるろう。
タ年生女子B) 
M第6図によれば， ( s )グJレー プの
パーセン トが高い類型は，積極的拒否，図門事時る
消極的拒否・期待・不安・矛盾，不一致
の6類型であ.9，類型の数の上で， ( s ) 
グル-7・の母子関係は，より良好である
ばかりで衣<，ずれの要因的類型(拒否











の職業の有無にかかわらず， ( s )グJレ
プの母子関係は，より良好であるが，母




























































の傾向は N第 7 歯Kも明除，i(~らわれて
M 第 7 図，. 
，. 
ー一一一一 (L)ケルー 7・
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D) 
良好である。しかし，消極的拒否の類
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全額型において， (8)グル 拒否・矛盾の2類型では (SY




4 年生女子 ープの母子関係が，より良好。 致の各類型において. Cs) 
しかし，ずれの要図的傾型に グループの母子関係が，より





6 of' 生男子 (8)グループの母子関係が (8)グループの母子関係が
より良好である。 より良好である。
会類型において、. (8)グJレ ほほ，会類型において. (8) 





μ ・6年生女子ともに，どの類型に名、いても， ( 8 )グループの母子関係、は.tt良好
であり，との傾向は，拒否の類型に顕著である。
タ・ 6年生男子に共通にみられる傾向は，消極的拒否・積樹句拒否の類型では"( s ) 
グルーフ備の母子関係が，より良好であると凶うととである。その他の類型では，学年，




( 8 )グループの母子関係が，より良好であり ，そむ他の類型では..5年生男子を徐
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曹・L縄. 不重量よ予多• 持. 格理由橿? ?
タ年生女子
N j名 /0 彊
危険Q./l1-吾関候にある事例
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規範愈J識のずれが小さいクソレープの母門事島ノo!El . ，. 
子関係はより良好でるるという ζ とは ，一一一一一一 (L)7-1レ フ・




"'1/、μハ、、ニボヲ 係については ，M . N 第/ク ~Iのグラフ
K描かれたと会り ，期待以外の類型VC:T
いては (s)ク'ループの母子関係がより
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否危星高島持参議息暑と鴻致|議事正必押容安泉
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母親が街!いずいエ偲Alrt- r '"'¥ • (T.可而ゲJレー イIぢiのパ
ヨ毛塚 ~.CO'家庭1'L<bつては ，母親の子どもK対する態度の工しらしに. ，得子聞の道徳性のずれにかな
り大き〈作用するといえよう。




















めてい念い家庭では， (s)クソレー プ l
門事再 /6 !il ，. 
は (L)クツレー プよ b全類型K念いて
母子関係は良好でるった。しかし ，母
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全類型において. (8)グループの母 ほほ，全類型において. (8)グJレー
4年生男子 子関係がより良好。しかし，ずれの夏 プの母子関係が，より良好。しかも，
図的類型に，額箸なき宣Jま鰐められない 指杏，矛盾不一致の類型に著しも宮室内句読る
期待，矛盾の 2類型以外では. (8) 拒否.服従，矛盾不一致などのずれの







全類型において. (8)グループの母 拒否，矛慮不一致 a盲従などのずれの
4年生女子 子関係がより良好.しかし，ずれの袈 袈図的領翠!や支配型など，ほほ金銅鍛




タ・ 6年生男子に共通して.( s )グループの母子関係がよい類
型は，消極的拒否・積極的拒否 ・盲従・不一致のタ類型であり
~・ 6 年生女子に共通して. ( s )グループの母子関係がよ加類
型も消極的拒否ー積極的拒否 ・盲従・不一 致のタ類型である。。母親の職業の有無K よって，母子関係と実践意識のずれとの関係
をみると
母親が勤めてい念出家庭では， ~・ 6 年生に共返していえるとと
は，消極的拒否・積極的 拒否・溺愛・盲従・不一致の 2類型では，
( s )グルー プの母子関係が良好であるというとと'である。
母親が動めている家庭では，タ・ 6年生とも1'(，消極的拒否・積























長男・中間子・末子1・一人子は，それぞれ，とのよう念割合で， ( s )グループと(L) 
グルーフ・Uとわかれているかを調査し，出生順位と母子間の規範意識のずれとの間にどのよう
な相闘があるか追求する.
匿~の部分は， ( s )グループに属す人数をパーセント枯らわしたものである。
仁コの部分は.C L)グループに尉人散をパーセントであらわしたものでるる。
第/図から第¢図までを概観してみる。
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K 主れば ， 母子関係の機態は学年・性別 ・母親の職業の有無により，か1.tり異なり，
長子，中間子，末子， 一人子それぞれK特有な傾向は認められない。 ζれもまた， 兄弟数，
性的傍成，家庭D社会的経済的文化的背影を考慮しなければならないととをゐらわしていゐ
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第 3表規範意識のずれ正母子関係 第#表 規範意識のずれと母子関係
@ ι年住男子 @ ι年生女子
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プ 普 災 91/0 /3 1.2 16 /~ 。21.23 16 /ヲ 1.3 。20/デ /ア。21/6 /6γf /ア.20 
係 33ドア W8"'仰 ..>91 ..>;;， 17d'1打 ">9' 7ク ，~S16 9 166:">917 .2:.s SUμnlu 






類 型 f筒 積 厳 問 'F 不 君事4 育 矛 不 消 積出覧 期 子 不 重加 富 矛 耳ミ 1
一 一拒 指 格 待 話長 安 愛 従 用 数 ta 1a 絡 宇寺 主長 "' 盟聖 従 従 致
パーセンタイル 合ι6.58" t"7 ド36S 区6杯。171 60 5.s 区6 .2 SO ">5 伊ヲ 68" 66 6フ6.2 5/ 
~) 危 5経 E ア 61 .> .31 ~ 6 31 3 宅ι 619 716 3 ~ I .2 31 3 6 
グ 争 b2.5 ふ2/タ /6 9113 Vヲ タ ヲ/316 回μ /タ 6 g・11 ">1 g- d' /6 
1ノ 靖畠 実 /.2 タ s 6 71 ~ .5 ~ ヲ 6ノアレ3 タ / 10 もI d' ι10 /;， 
"t 38" .zg-/6 1ヲ.;z.;z /3 Vo /3 1.28" ノタ ~6 ~.5 .2~ 10 ~7 // ぷaZ:;(，.27 3;;' 
プ 普 実 1;' /o 同ノ同/.;z.;z 同タ同/同f.20 。2;'/4とils 同/20 ドタ .29 .2ク.2d'.2~ /タ|
"t 3d' 50 回6回669 !7.> 出6178" 6守od' 138" ド/..>7 ~ ~..> フ8"73 76 65 Sl 
パーセンタイル 5.2 5アfs"S 険?6.2 6~ 150 グ/66 59 防タド36タ伊タ t;>~ 175 75 d'j 70 ι。
(S) 危 9ミ 8 6 主 61 3 / ~ 31 3 3 31 3 /1.2 / /1 1 /1 .2 / 
グ d事 .2~ /8" ν2 Id' タ 3/.2 タ 91 9 d' d' 31 S 3 31 3 31 5 3 
1〆 Z車皇 実 フ も{1/。~ I ? s クク ? 13 ア 71 .2 3 6 
一23aj何n.J246?Z ro % ;u 1.213ρ 1.2 /..> 。21.2古正 同/1.21.27 3.5 /デ /デ 2 .j" /6 S.151~一一一7ー-
プ 普 実 /d' '.231/8" 1，23 .2.5 .25 ;l.I 同31.23.2/ 。2/~7 .29+;>3 (;'5 30 3~ !~tu 
% Ss 70 Is5 70 176 176 6~ 170170 6~ご fア173 7d'l?9 Jr9 国>19.2!ヲ.2l70170!



















類 当証 消 積 厳 期 平
拒 拒 格 待 渉
不
安




1芭 実 61 c:f {， 1 5 -2 ~l ~ 
φ ~O 53 ~O 33 /3 1.2フ戸タ
自緯 実 71 3 31 S {，♀， / 














消 積 厳 期 平 不 訟a 向 矛 不
一fEI 1主 絡 待 渉 安 替t 従 盾 致
4正S1Sc:f js9 防r6~ 6c:f 55 6/ 5c:f 5LJ. 
31 O {， I .2 .2 /1 .2 31 .2 。213 
自ι""戸空 ，-27← 7'1 5' 3・タ /~ 91 9 /~ 
4 r 6 ~I 6' 事， ./. J 主 5 
~o 3フ1.27 /6' 37 /6' /6' .J-7 .2.2 .2.2 ;z;z-
普 突 2ー1 ~ {，I 5 ? ヲVO10 61 (， 6'1/0 /6 /.2 /ア/6 /3 /5 /5 /~ 
% /3 .z7 t，lO h正ア33 ιρ 回ク 6ク
一20
.2ク36 ~5 73 55 クク 73 主ヲ 66' 6c:f ド〆
パーセンタイル 3.2 ~7 ~6 36 5.3 53!S7 60 伊3~9 ドヲ 防?S~記 5.2 ク66.2 5{， 6.2 6.2 57 
危 実 51 ~ピ 51 ~ 
一.21~ι 。31 3 
一2
51 3 31 ~ .21 3， 11 ~ 。21/ 
% 36 .2ヲ 36 。ZタI~ μ? 。。2/μ/ /~ 。23/~ /~ /c:f 91/~ 51/グ / s 
首邑 実 51 / /1 5 ~ /1 5 r 伝 51c:f ア 10 ~ ノ 5 (，I .2 71 7 
省 36 717 36 伊ヲ 7136 ア伊タ136 3ク 3/ μs /c:f 51.2♀ 二27 タ3/3/ 
普 実 4ι ヲ .?I 5 8 91 5' /0 717 ヲ/..2 タノ~ /タ /~ /5 /6 /3 I~ 
¢ .29 ヤフ6;ど 36宝?6~ ドタ ア/ヤ0[>0炉/55 ~/ 6~ 6'"6 “L66' ?ヨ1.59 6手ご
L(得本数/5)S(謀本数/μ) し(線本数.2.み)S (標本数.2.2)
表実践愈識 母子関係 }表第 /6
@ 
類 積 鍛 期 平 不 普J l.i!" 矛 不 消 期 平 不 湯4 盲 矛 方=
鐙 格 待 渉 安 愛 従 膚 致 ta 拒格 待 証書 安 君主 従 盾 教
パーセンタイル 3ク6.2 ~/ 仕?~6 ~/ 65 ~{， ~ヲ fタ3フμr .nι L品3 7{' 76 ク.2ア/59 ~ヲ
危 実 51 3 .2 .2 / 。/1 .2 。31 ~足 と「 ~I .2 /1 0 / /1 0 3 
ヲ6.25'" /7 // // 61 0 61/1 。/ク.2/ μぷ .2/ V/ 51 0 5 51 0 /6 
首位 実 6'1 ~ 3 ア f 。~I ~ 3 31// 3 .21 5 .21. ~ど 。2 3 ア 6 一% ~~ ソフ.2.2 39 ;U 。。2.2体2ν? Jフ5c:f /6 ノノ同6 // .2/ /1 /6 37 3♀ 
事華 実 f /1 V3 デ /ー2/c:f /3 /.2 VJ' /.2 ~ c:f ノ3V.2/6 15 /6 /5 /.J. /0 
% .2c:f 6/ ア。Z50 67 ，0ゾ ア。Z167 lr3 るフ。21旨~.2 o6'ド3 6'~ フヲぽ伝 79 63 53 
パーセンタイJレ 50 69 70 t7/ ~.3 76' ア/ア6ó~ 70 ーι3同ク 57'67 63 67 60 フ.26/ 5~ 
危 実 ~I 0 /ぷ 。/。。/ 01 3- f 。//1 .2 / 11 1 .2 
場 .2.2 016 11 。ι 。。6 。16 主 01 5 511/ .51 5 51// 
担且 実 51 3 。Z / /1 .2 .21 3 3 11// .2 61 .2 .21 ~ f 51 S 6 
。島 ♀S ノク'/ / 6 61/ / // /ア /ア O 15c:f // 3.2'// // μ/ 1.26 。26。263.2 
普 実 9!IS 1t5 15 ノク Is 16 1J5 I~ /ア 5 /{， /;μ /6 /3 13 13 /3 /1 
ヲ650ド3伊/iP39~ d"3 6'"9 ~3 フ8 守t;..26 f"~と 6ð"c:f~ 16'~ o6' o6' o6' oc:f 5c:f 




----.?亙尽u~男 4ι 17: 6 男 6 女 ~男 4正女 6 男 6 女
(Lj (s) (叫(勾 (叫(~ (叫(司 (叫(王寺 (叫(司 (吋同 (叫 (s)
道 ググ ググ ググ ググ
ググ ググ ググ グタ
f啓 Jレ Jレ Jレ 1ノ Jレ Jレ Jレ Jレ Jレ )Jノ ノレ Jレ Jレ Jレ Jレ Jレ
内 ，-， I ， 
，廿プミ・
ププ -ー'ι ，.・ ノブ ププ プブ ププ プ プ ププ
!現 主~，r--i1'!T行動様式 デ/タ3デ.sタ6J'7 6"7 6"~ 90 6".s 902 9.3 ~正 6"6 6"6" 6"6 ð"~ 
昔話 個人としての道徳 ~~ヲ/ ヲ~ヲ4 6"6" 90 8ヲヲ♀ 6"0 6"6" 6".sヲQ ヲo9/ デ/g-9 
子 意 租会波賓としてに道徳 76" 6"6" d"6 o.s 6".3 6"ア 6".3 d'" 6 ク/6".3 6".3 6"6 6".s 6"~ 6".3 4"6 
議
合 計 6".3タ。 タ。Z タ36" 6 6"6" 6"6 90 76" J'7 6"6 9/ 6"7 6"6" n 6"7 
ど
実
基本的行動様式 7.3 79 79 6".3 69 70 66'ァ。 7.s 73 66" 77 .s6" 6.3 66" 66" 
践 個人としての道徳 69 フ6フ'6".5'6 クf ク。2ク37.s ク373ヲ5~と 69ク0 6673 
も 意 お会が碩としてι猫徳 66 6.5' 71 7.s 73 7~ 7076 6/ 7/ 69 73 6ヲア/6.5' 7~ 
識
合 計 69 7~ 76 .5'.2 73 7.3 フ/7~ クo702 702 フ~， 67 69 66" 73 
基本的行動様式 á'"~ 6" 9 6"3 ヲヨ d"o 6'"9 a'"9 .5' a'" 76'" .5'o d'sと 9.2 a'" 6 a'" a'" á'"~ a'"6'" 
母: 規 個人としての道徳 8'"7 90. d".S" 9ヨ.5'3 90 d"6 6"9 .5'~タ0 .5'.s 9/ .5'6 d"6" d" 3 .5'9 
!IB 
意 組会成員として¢道徳 8'"/ .5'6 .5' / .5'.s 76" .5'~ 79 6"6" フ66".3 フ6 6".s 6"/6"o 766"6、
語講 合 雷十 8'"~ 6"守、6".3ヲJ 6".2 6"6" ~.s .5'9 6"0 et7 6".2 6'"ヂ 6"~ 6"et 6"02 6"6" 
笑 基本的行動様式 ア/ 7~. 6".s 6" / 7.3 76 77 76" 7/ι~ 76'" 7.s 73 7.s ア/ア/
親 践 個人としての道徳 73 77 フ.3 6"~ 75 7et 7776 '7~ 7~ 7.s 75 76" 79 7676" 
意
議
谷会成員として《粗徳 63 76" 7/ .5'0 ?もι767~ フg 66"ク。Z73 ?;t: フ6 75 ク/76
合 吾十 169 76175 6"02!7~ 77 フ6 77 7/ア/75 76 76 76" 7376 
-60ー
第 I 8'表、 実践意識のずれと母子関係
母親が勤めていない家庭 母親が勤めている家庭
<<男<< :tr 16男 6 女 <<男 s!女 (，男 6 女 l
(叫(劫(叫(勾(吋 (S) I (L)(S) (叫 (S) (リ(司 (吟・ ~)I (叫(グ司 | 
ググググググググ ググ ググ グググ
)!νJレ Jレ Jレ )V)レ Jレ Jレ Jレ Jレ JレJレ 1レ Jレ Jレ Jレ
J I I J I I I I I I I ， I 1 I I 
プブブププブ ププ ププ ププ ブプ ププ l
基本:的行動様式 デ/タ3 デタタJ'J' $ J'J' J'7 J' J' J'9 J'J' タ4ど 93J'<< g: 6 
-個人としての道徳 J' $ J'-'1 93守&J'J' 90 90 90 J'3J'$ J'J'ヲ0 ヲ/'10 a6 9 
主 経郵怨註しての道徳 J'O J'" 3 cf 3 J'"ク J' 3 J'J' J'丹;.:J'$ 7J'7(， J'o 6'3 6'('J'o J'".2 6'.t，< 
ど
車
合 計 8主6'J' ヲO 守4ι J'o c:l'守 6'7 6'<f 6'36'3 J'6' cf6' 6'6'6'J' 
5寧 基本的行動様式 ク3クr 76 3'6' 6J' 7/ 66 ク。2ク〆 73 69 76 $96/ t"o 63 
tも 藍量 個人としての道徳 -16$J'O 7<f 6'6 ク。Z7ワ 6J' 79 6ヲ76 70 7J' グピr76 
意
社針揮として崎徳 1.$7 ，76 6.2 7/ 銭 ク0 ア<<70ク6&ヲ 76'6μ73， 6376 66 7主
-@コh 苦十 6~と 76' 7.s 6' 3 70 7主 66' 77 6d' 7<s. 67 77 61 7.2 T-J' 70 I 
親
基本的行動様式 J'7 n 6'6 デ/6'7 8"J' J'6' 6'J' J'6 J'O 6'7 90 ~μ 6'6 T'"O cf6 
母 範 個人としての道穏 n 90 6'6 デ/6' $ J'cf d"J' 6'フg-J'd"6 J'.s9/ ~ð" J'7 y 3J'7 
官豆 担会減潟としての道徳 a / 05'"6 05'"{'ι 6'"1 79 J'3 ，r<< J'<< 8"178" 78" J'3 伊78"0 a379 
議
材、ヰグタ l合 計 J'.s J'8" J>.s J>8" J'"I，{ J>6 8ワ8"7e.s 8".2 J>38"J' jcr7 c?'I-
実 基本的行動様式 6'1 76 (，アJ>3 フ6 73 7.s 7S 6/7S 17$ 7'1 173 75ク.27/ 
親 騒 億人としての道徳 クノクグ ク。ZJ> $ 79 76 7$フS (，$ 71，{ 171，{ 73' 78" 6'3・7079
窓
識 出滋賀去として侶様式 66 7~ι 73 76' 73 7J> 7f1-7J> 6~どア3 173 7<< 抑 8"0同
合計 6ヲ76ク/J>3 77 7.s 7.s 77 るもえ 7f1-17<< 77 17 6 J'O 
-61-
